
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  
２０２２年３月分のハローワーク郡山管内の雇用情勢については、下記のとおりです。 

●有効求人倍率(１年間の変化) 

 

有効求人倍率（前月との比較） 

（出典：福島労働局雇用失業情勢） 

区分 数値 対前月比 前年同月 

郡山管内 1.60 倍 悪化 1.92 倍 -0.32 1.44 倍 

福島県 1.38 倍 悪化 1.41 倍 -0.03 1.25 倍 

全 国 1.22 倍   改善 1.21 倍 0.01 1.10 倍 

※国、県の2021年12月以前の数値は、2022年1月分公表時に新季節指数により改訂されている。 

 

ターゲット 8.5 

令和４年５月 20 日 

SDGｓ ターゲット 8.5 「2030 年までに、完全かつ生産的な雇用及び人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。」 

２０２２年３月分 

ハローワーク郡山管内の雇用情勢をお知らせします 

（ハローワーク郡山管内＝郡山市、田村市、三春町、小野町） 

 

維持 改善 悪化 

有効求人倍率の動向 

 令和４年３月の郡山管内の有効求人倍率は、1.60 倍で前月より-0.32 ポイント下回

った。前年同月時期と比較すると、0.16 ポイント上回っている。 

※有効求人倍率…１より大きいか小さいかで、労働市場の需給超過の状態を知る 

ことが出来る景気動向指数の一つである。 



 

●新規求人倍率（１年間の変化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規求人倍率（前月との比較） 

（出典：厚生労働省一般職業紹介状況・福島労働局雇用失業情勢・ハローワーク郡山雇用ジャーナル） 

区分 数値 対前月比 前年同月 

郡山管内 2.16 倍 悪化 2.31 倍 -0.15 2.10 倍 

福島県 2.11 倍   改善 1.94 倍 0.17 1.86 倍 

全 国 2.16 倍    悪化 2.21 倍 -0.05 1.97 倍 

※国、県の 2021 年 12 月以前の数値は、2022年 1 月分公表時に新季節指数により改訂されている。 

 

 

 

 

 



 

●失 業 率 （１年間の変化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

失業率（前月との比較） 

（出典：総務省統計局） 
区分 数値 対前月比 前年同月 

全 国 2.6％ 改善   2.7％ -0.1 2.7％ 

※2021 年 12月以前の数値は、2022 年 1 月分公表時に新季節指数により改訂されている。 

 

【2022年３月新規高等学校卒業者の求人申込状況（３月末現在）】 

（出典：福島労働局新規高卒者職業紹介状況） 

 
求人数（人） 就職希望者数（人） 

求人倍率

（倍） 
就職内定者数（人） 

就職 

内定率

(％)  うち管内  うち県内   うち県内 

福島県 
8,338 

（8,030） 
－ 

3,778 

(3,972) 

2,878 

(2,954) 

2.21 

(2.02) 

3,759 

(3,957) 

2,863 

(2,942) 

99.5 

(99.6) 

 （ ）内の数字は前年同月の人数 

 

 

 

 

 



 

●こおりやま広域圏等の有効求人倍率（１年間の変化） 

 

有効求人倍率（前月との比較） 

（出典：福島労働局雇用失業情勢） 

区分 数値 対前月比 前年同月 

郡山管内 1.60 倍 悪化 1.92 倍 -0.32 1.44 倍 

須賀川管内 1.15 倍    悪化 1.21 倍 -0.06 1.03 倍 

二本松管内 1.64 倍 悪化   1.71 倍 -0.07 1.44 倍 

会津地域 1.32 倍    改善 1.31 倍 0.01 1.09 倍 

 

※郡山管内…郡山市、田村市、三春町、小野町 

※須賀川管内…須賀川市、鏡石町、天栄村、石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町 

※二本松管内…二本松市、本宮市、大玉村 

※会津地域管内…会津若松市、三島町、金山町、昭和村、会津美里町、磐梯町、猪苗代町、会津坂下町、

湯川村、柳津町 

※黄色マーカー・・・こおりやま広域連携中枢都市圏構成市町村 

 

 


